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漁
協
会
館
に
お
い
て
午
前
10
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
総

会
は
、
正
会
員
65
会
員
中
63
会
員
が
出
席
し
、
髙
平
会

長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
よ
り
大
石
知
事
（
浦
副

知
事
代
理
出
席
）、
徳
永
県
議
会
議
長
（
山
本
副
議
長

代
理
出
席
）
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　

議
長
に
は
、
諫
早
湾
漁
協
の
野
田
組
合
長
が
選
出
さ

れ
、
全
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
通
常
総
会
を
以
て
役
員
が
任
期
満
了
に

な
る
こ
と
か
ら
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
役
員
13
名

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
知
事
祝
辞
】

　

本
県
の
水
産
業
は
、
地
域
経
済
を
支
え
る
基
幹
産
業

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
令
和
４
年
の
本
県
の
漁
業
・
養
殖

業
生
産
額
は
、
魚
価
の
好
調
な
推
移
な
ど
に
よ
り
過
去

10
年
で
最
高
の
１
，１
０
９
億
円
と
な
り
、
明
る
い
兆

し
が
み
え
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
方
で
燃
油
や
配
合
飼
料
価
格
の
高
止
ま
り
や
、
漁
業

就
業
者
の
減
少
な
ど
、
難
し
い
課
題
に
も
直
面
し
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
県
で
は
、
価
格
高
騰

に
備
え
る
た
め
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
養
殖
生
産

の
収
益
性
向
上
に
向
け
た
新
た
な
技
術
の
開
発
・
導
入

や
藻
場
造
成
の
推
進
に
よ
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
認
証
取
得
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

TOPICS

総
務
指
導
部
　
総
務
課

本
会
通
常
総
会
開
催

　

さ
る
令
和
６
年
６
月
12
日
（
水
）
第
98
回
（
通

常
第
76
回
）
総
会
を
開
催
し
、
令
和
５
年
度
決
算
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
全

議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総会の様子

漁連だより No.350／2024.06 漁連だより No.350／2024.06 1



　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
８
年
度
に
お
け
る
中
期
経

営
計
画
を
新
た
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
本
会
の
計
画

は
、
会
員
の
力
が
集
結
し
て
こ
そ
連
合
会
の
計
画
で
あ

り
、
今
一
度
、
協
同
組
合
と
し
て
原
点
へ
立
ち
か
え
り
、

計
画
達
成
に
向
け
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む
所
存

で
す
の
で
、
会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
相
互
扶

助
の
精
神
に
基
づ
き
、
本
会
事
業
へ
の
積
極
的
な
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
事
業
報
告

【
決
算
の
概
要
】

　

令
和
５
年
度
の
取
扱
高
に
つ
い
て
は
、
主
要
魚
種
の

イ
カ
類
の
不
漁
が
影
響
し
、
計
画
２
５
６
億
円
に
対
し

計
画
達
成
率
98
％
の
２
５
２
億
円
、
収
支
に
つ
き
ま
し

て
は
、
経
費
削
減
に
努
め
当
期
剰
余
金
は
76
百
万
円
を

計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

購
買
事
業　
　

計
画
比
84
％

　

石
油
類
に
つ
い
て
は
、
主
力
の
Ａ
重
油
が
、
煮
干
加

工
原
魚
（
マ
イ
ワ
シ
）、
カ
ツ
オ
船
向
け
燃
料
の
新
規

取
り
扱
い
が
出
来
た
こ
と
で
増
加
し
た
も
の
の
、
９
月

か
ら
燃
料
油
価
格
激
変
緩
和
対
策
事
業
の
延
長
等
に
よ

る
各
組
合
の
在
庫
調
整
に
よ
り
取
り
扱
い
が
減
少
し
ま

し
た
。　

　

資
材
に
つ
い
て
は
、
養
殖
資
材
等
の
取
り
扱
い
が
低

調
に
推
移
し
計
画
を
下
回
り
ま
し
た
。

【
髙
平
会
長
挨
拶
】

　

水
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
水
揚
の
減
少
や
後
継
者

不
足
、
漁
業
経
費
の
高
騰
な
ど
に
加
え
て
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
放
出
の
影
響
に
よ
り
漁
業
経
営
は
大
変
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
会
と
し
ま
し
て
も
、
漁

業
者
の
経
営
安
定
と
浜
の
活
性
化
に
向
け
、
連
合
会
と

し
て
の
機
能
・
役
割
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
各
事
業
の

推
進
に
最
善
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
、
県
に
お
い
て
は
、
県
内
外
か
ら
選

ば
れ
る
「
新
し
い
長
崎
県
」
の
実
現
に
向
け
、「
未
来

大
国
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
、
長
崎
な
ら
で
は
の
食
材
提
供
の
場
の
創
出
と
魅

力
発
信
に
よ
る
消
費
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
様
々

な
皆
様
が
思
い
を
一
つ
に
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
漁
村
の
中
核
組
織
と
し
て
漁
協
の
果
た
す
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
貴
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
漁
協
の
経
営
基
盤
の
強
化
や
組
織
再
編

な
ど
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
漁
協
づ
く
り
に
、
よ

り
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

巻 頭 本会通常総会開催

祝辞を述べられた大石知事
（代読：浦副知事）

髙平会長挨拶の様子
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販
売
事
業　
　

計
画
比
１
０
０
％

　

受
託
鮮
魚
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
ダ
イ
・
イ
サ
キ
等
は
比

較
的
順
調
に
水
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
が
、
ヤ
リ
イ
カ
・
ス
ル

メ
イ
カ
・
ヨ
コ
ワ
等
の
水
揚
げ
が
少
な
く
取
り
扱
い
が
減

少
し
ま
し
た
。

　

煮
干
に
つ
い
て
は
、
春
先
に
マ
イ
ワ
シ
が
豊
漁
で
、
全

国
的
な
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
水
揚
不
足
の
影
響
も
あ
り
、

代
替
品
と
し
て
高
値
で
推
移
し
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。　

冷
販
事
業　
　

計
画
比
１
０
８
％

　

冷
凍
・
冷
蔵
・
保
管
に
つ
い
て
は
、
相
場
の
高
騰
と
台

風
や
時
化
等
の
影
響
に
よ
り
水
揚
げ
が
少
な
く
取
り
扱
い

が
減
少
し
ま
し
た
。

　

冷
凍
販
売
に
つ
い
て
は
、
餌
料
用
魚
種
の
全
国
的
な
水

揚
不
足
が
あ
り
、
餌
料
用
相
場
の
高
騰
が
著
し
く
販
売
価

格
が
高
値
と
な
っ
た
為
、
価
格
の
高
い
サ
バ
類
か
ら
安
価

な
イ
ワ
シ
類
が
販
売
の
主
体
と
な
り
ま
し
た
。
加
工
原
料

と
し
て
の
ブ
リ
や
生
協
・
全
漁
連
（
輸
出
）
向
け
の
冷
凍

ア
ジ
の
販
売
が
伸
長
し
、
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

加
工
事
業　
　

計
画
比
１
０
５
％

　

冷
凍
加
工
に
つ
い
て
は
、
営
業
課
と
連
携
の
も
と
、
生

協
や
量
販
店
向
け
に
天
然
ブ
リ
・
養
殖
ブ
リ
・
養
殖
ヒ
ラ

マ
サ
等
の
フ
ィ
レ
加
工
を
行
い
ま
し
た
。
主
力
製
品
と
な

る
原
料
の
相
場
高
騰
の
影
響
に
よ
り
加
工
原
料
の
原
料
確

保
に
苦
心
し
ま
し
た
が
、
商
品
開
発
等
を
行
い
取
扱
増
加

に
努
め
ま
し
た
。

　

製
品
加
工
に
つ
い
て
は
、
生
協
や
学
校
給
食
向
け
に
煮

干
、
わ
か
め
を
メ
イ
ン
に
継
続
的
に
取
り
扱
い
を
行
い
ま

氏　　　名 新　　所　　属 旧　　所　　属 備考

【参 事 職】

岩﨑　博明 参事（事業部門担当）（兼）県南事業部長
（兼）事業推進部長 県南事業部長（参事心得） 昇格

令 和 ６ 年 度 臨 時 人 事 異 動 発 令令 和 ６ 年 度 臨 時 人 事 異 動 発 令

発令　令和６年６月12日付
長崎県漁業協同組合連合会

し
た
。
現
在
煮
干
原
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
値
上
げ
を
実

施
し
て
い
る
影
響
で
、
生
協
・
学
校
給
食
か
ら
の
発
注
数

量
の
変
動
は
あ
っ
た
も
の
の
計
画
を
上
回
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。令

和
６
年
度
事
業
計
画

【
全
般
的
事
業
概
要
】

　

経
済
部
門
と
指
導
部
門
の
総
合
的
な
実
践
に
取
り
組
み
、

総
取
扱
高
で
２
５
８
億
円
、
収
支
に
関
し
ま
し
て
は
当
期

剰
余
金
57
万
円
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
ま
で
の
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
、

会
員
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
引
き
続
き
事
業
量
の
確
保

と
効
率
的
な
事
業
運
営
に
よ
り
経
営
基
盤
の
安
定
化
と
財

務
の
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

議長を務められた
諫早湾漁協 野田組合長

TOPICS
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さ
る
６
月
12
日
に
本
会
第
98
回
（
通
常
第
76

回
）
総
会
に
て
、
新
役
員
が
選
任
さ
れ
、
そ
の

後
の
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
に
お
い
て
新
執
行

体
制
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

安永　光幸　副会長理事
（石田町漁業協同組合）

髙平　真二　代表理事会長
（九十九島漁業協同組合）

平野　重美　理事
（針尾漁業協同組合）

畑村　信昭　代表監事
（上五島町漁業協同組合）

田代　一義　専務理事
（員外）

草野　　正　理事
（五島漁業協同組合）

永田　直樹　監事
（西彼南部漁業協同組合）

柏木　俊彦　理事
（長崎市新三重漁業協同組合）

冨澤　健治　理事
（生月漁業協同組合）

本田　順也　監事
（有明漁業協同組合）

井上　幸宣　理事
（橘湾東部漁業協同組合）

船津　博也　理事
（佐須奈漁業協同組合）

中嶋　武美　監事
（豊玉町漁業協同組合）

新
執
行
部
紹
介

髙平会長より一言！！

　代表理事会長に再任しました髙
平です。本会では漁業者の経営安
定と浜の活性化に向け連合会とし
て機能・役割を発揮して参ります。
　また風通しの良い働きやすい職
場を目指して参ります。

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ
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中
島
水
産
は
東
京
都
を
中
心
に
、
北
海
道
・

東
北
地
区
、
関
東
地
区
、
中
部
地
区
、
近
畿
地

区
、
中
国
地
区
に
か
け
て
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
に
63
店
舗
展
開
し
て
お
り
、�

「
長
崎
県
祭
」
フ
ェ
ア
は
今
回
で
２
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

魚河岸中與商店 武蔵小山店の様子

グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
加
工

品
に
つ
い
て
は
、
イ
サ
キ
開
き
、
レ
ン
コ
ダ
イ

開
き
、
ア
ジ
開
き
が
販
売
さ
れ
、
ま
た
、
マ
グ

ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
と
共
に
ア
ジ
フ
ラ
イ
の
出
来

立
て
即
売
も
行
わ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
後
本
会
で
は
、
関
東
地
区
に
も
本
県
水
産

物
を
積
極
的
に
提
案
し
、
鮮
度
の
良
さ
、
本
県

の
強
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
加

工
品
に
つ
い
て
も
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

商
品
提
案
や
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
を
作
り
、

長
崎
県
の
Ｐ
Ｒ
及
び
長
崎
県
の
水
産
物
の
良
さ

を
多
く
の
消
費
者
に
知
っ
て
頂
く
き
っ
か
け
に

繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ェ
ア
は
51
店
舗
で
の
開
催
と
な
り
、

鮮
魚
や
加
工
品
等
様
々
な
商
品
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
鮮
魚
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ
広
告
に
大
々

的
に
掲
載
さ
れ
た
旬
の
イ
サ
キ
・
マ
ア
ジ
・
剣

先
イ
カ
を
中
心
に
、
丸
体
、
切
身
、
刺
身
、
寿

司
等
、
様
々
な
形
態
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
養
殖
魚
で
は
マ
グ
ロ
・
ブ
リ
が
販
売
さ
れ
、

東
京
都
品
川
区
に
あ
る
武
蔵
小
山
店
で
は
、
マ

GYOREN NEWS

中島水産「長崎県祭」フェアを開催
…………………………………………………………… 事業推進部　営業課

　

さ
る
６
月
６
日（
木
）
～
９
日（
日
）
に

お
い
て
中
島
水
産
に
て
、「
長
崎
県
祭
」

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鮮魚売り場の様子

まぐろの解体ショーの様子

がんばくんとらんばちゃんも駆け付けてくれました！！
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春
の
叙
勲
が
４
月
29
日
付
で

発
令
さ
れ
、
五
島
漁
業
協
同
組

合
の
草
野
正
代
表
理
事
組
合
長

が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
県
内
か
ら
は
、
様
々
な

分
野
で
功
労
の
あ
っ
た
16
名
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

草
野
氏
は
昭
和
49
年
に
定
置

漁
業
に
従
事
し
、
小
型
の
中
層

式
定
置
網
漁
業
の
潜
水
を
担
当
、

定
置
網
の
構
造
や
仕
立
て
技
術

を
早
々
に
習
得
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
９
年
に
旧
三
井
楽
町
漁
業

協
同
組
合
理
事
に
就
任
さ
れ
、

平
成
11
年
か
ら
は
合
併
後
の
五

島
漁
業
協
同
組
合
理
事
、
平
成

21
年
に
代
表
理
事
組
合
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
27
年
も
の
長

き
に
渡
り
漁
協
の
経
営
改
善
や

組
合
員
の
指
導
育
成
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
か
ら
30
年
、

令
和
２
年
か
ら
３
年
、
令
和
６

年
よ
り
長
崎
県
漁
連
の
理
事
に

就
任
し
、
共
販
向
上
に
よ
る
経

済
事
業
の
拡
大
や
経
営
体
質
改

善
等
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
本
県

の
漁
協
運
動
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
五
島
漁
業
協
同
組
合

の
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
地

域
漁
業
の
振
興
並
び
に
組
合
発

展
の
た
め
第
一
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

『令和６年度 春の叙勲』受章者紹介

受章式の様子
（左：草野正 氏　右：草野むつ子 氏）
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本
会
で
は
、
会
員
相
互
の
連
絡
協
調
を
図
り
、
漁
協
青
壮
年
部
活
動
の
強
化
を
促

進
し
、漁
協
と
緊
密
に
連
携
し
て
水
産
業
の
発
展
や
漁
村
文
化
の
向
上
の
た
め
、様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
県
下
の
漁
協
青
壮
年
部
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
系
統
団
体
や
他
の
経

済
青
年
団
体
の
青
年
部
員
に
加
え
、
研
究
機
関
（
水
産
試
験
場
や
長
崎
大
学
等
）
と

も
定
期
的
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
長
崎
女
子
短
期
大
学
の
生
徒

を
対
象
と
し
た
水
産
教
室
を
１
年
生
、
２
年
生
に
各
１
回
ず
つ
開
催
す
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
研
究
実
践
し
て
き
た
水
産
業
に
関
す
る
技
術
、
経
営
な
ら
び
に
地

域
活
動
等
の
成
果
を
発
表
す
る
「
全
国
青
年
漁
業
者
交
流
会
長
崎
県
大
会
」
や
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
青
壮
年
部
組
織
の
更
な
る
活
性
化
お
よ
び
強
化
を
図
る
た
め
、
未
加
入

青
壮
年
部
へ
の
加
入
推
進
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

本
会
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
青
壮
年
部
も
し
く
は
若
手
漁
業
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ

ば
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
事
務
局
：
長
崎
県
漁
連
指
導
課
内
（
担
当
：
兵
藤
）

●
電　

話
：
０
９
５

－
８
２
９

－

２
４
１
３

　
（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育

英
会
は
、
漁
船
の
海
難
事
故

（
転
覆
・
衝
突
等
）
や
海
中
転

落
等
の
事
故
に
よ
り
、
親
を

亡
く
さ
れ
た
遺
児
の
経
済
的
・

精
神
的
援
助
を
目
的
に
設
立

さ
れ
、
幼
児
か
ら
小
中
高
生
・

大
学
生
に
学
資
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
育
費
の
高
騰

に
よ
り
資
金
的
に
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
に
は
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
紙
上
に
お
名
前

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
敬
称

略
）

【
団　

体
】

▼
な
ぎ
さ
会
（
漁
連
Ｏ
Ｂ
会
）

募金ありがとうございます
（公財）漁船海難遺児育英会

長崎県漁協青壮年部連合会　会員・部員大募集
…………………………………………………… 長崎県漁協青壮年部連合会

昨年度開催された「長崎女子短期大学との水産教室」
の様子

GYOREN NEWS

昨年度開催された「全国青年・女性漁業者交流大会」
農林水産大臣賞受賞者の様子
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Ｊ
Ｆ
全
漁
連
主
催
の
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
回
で
25
回
目
を

迎
え
、「
み
ん
な
で
う
お
活　

＃
お
さ
か
な
愛
」
と
題
し
た

テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

①
プ
ロ
を
目
指
す
学
生
部
門
（
お
さ
か
な
愛
を
伝
え
た

い
！　

自
慢
の
お
さ
か
な
料
理
♡
）
②
魚
活
チ
ャ
レ
ン
ジ
部

門
（
大
好
き
な
お
さ
か
な
料
理
を
ワ
ン
パ
ン
で
♡
）
に
加
え
、

25
周
年
記
念
特
別
部
門
と
し
て
③
親
子
で
魚
活
チ
ャ
レ
ン
ジ

部
門
（
お
さ
か
な
お
に
ぎ
り
を
作
ろ
う
）
が
新
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
産
魚
介
藻
類
（
地
元
や
身
近
な
魚
・
貝
・
海
藻
類
、

プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
や
低
・
未
利
用
魚
等
を
参
考
に
、
入

手
可
能
な
も
の
）
を
使
用
し
応
募
し
て
下
さ
い
。

　

募
集
期
間
は
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
９
月
20
日
（
金
）
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
「
第
25
回
シ
ー
フ
ー

ド
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
ま
で
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

GYOREN NEWS 長崎県漁連の最新ニュースをピックアップ

第25回シーフード料理コンクール

詳しくはこちらから
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協
議
・
検
討
の
結
果
、
今
年
度
の
開
始
式
は
長
崎
市
み
な

と
漁
協
の
協
力
を
得
て
、
長
崎
市
神
浦
江
川
町
の
原
の
浜�

（
は
ろ
の
は
ま
）
に
て
、
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
雨
天
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

県下一斉浜そうじ 令和６年度担当者会議
…………………………………………… 長崎県海と渚環境美化推進委員会

GYOREN NEWS

　

さ
る
５
月
30
日
に
当
委
員
会
に
お
い
て
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
令
和
５
年
度
事

業
報
告
、
令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
や
会
費
の
徴
収
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
ほ

か
、
今
年
度
の
県
下
一
斉
浜
そ
う
じ
の
開
始
式
の
内
容
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
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水産試験場だより

有
害
赤
潮
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場　

�
環
境
養
殖
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー　

漁
場
環
境
科

は
じ
め
に

　

昨
年
８
月
に
橘
湾
で
発
生
し
た
カ
レ
ニ
ア
に
よ
る
大

規
模
赤
潮
は
、
県
内
で
は
過
去
最
大
と
な
る
11
億
円
に

及
ぶ
漁
業
被
害
を
も
た
ら
す
惨
事
と
な
り
、
皆
さ
ん
の

記
憶
に
も
新
し
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
、
水

温
が
高
く
、
雨
が
多
く
な
る
季
節
と
な
り
、
昨
年
の
よ

う
な
大
規
模
赤
潮
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
赤
潮
発
生
に
備
え
、
漁
業
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
の
赤
潮
対
策
お
よ
び
総
合
水
産
試
験
場
（
以
下
、

水
試
と
記
す
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

有
害
５
種
の
赤
潮
発
生
・
被
害
件
数
等

　

こ
れ
ま
で
、
水
試
で
は
県
内
で
発
生
す
る
赤
潮

の
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
う
ち
、
魚
類
や
貝
類
等

に
へ
い
死
被
害
を
与
え
る
『
有
害
赤
潮
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
』
10
種
類
に
つ
い
て
、
赤
潮
情
報
（
注

意
報
、
警
報
）
の
発
信
基
準
を
定
め
て
い
ま
す

（h
ttp
s://w

w
w
.p
ref.n

agasaki.Jp
/b
u
n
ri/

shigoto-sangyo/suisangho/suisan-shiken-
suishi-nu-su/suisan-shiken-suishi-nu-su-
akashiojyouhounohaltushinn/

）。

　

こ
の
う
ち
、
図
１
に
示
す
「
シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
」、「
カ

レ
ニ
ア
」、「
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム
」、「
ヘ
テ
ロ
カ
プ

サ
」、「
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
」
が
赤
潮
被
害
を
も
た
ら
し
た

主
な
有
害
赤
潮
５
種
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
５
種
の
過

去
10
年
間
に
お
け

る
年
別
の
発
生
件

数
、
月
別
の
発
生

件
数
お
よ
び
漁
業

被
害
件
数
を
図
２

～
４
に
示
し
ま
す
。

　

年
別
発
生
件
数

は
、
平
成
27
年
の

27
件
を
ピ
ー
ク
に
、

そ
の
後
、
６
～
12

件
に
減
少
し
ま
し

た
が
、
令
和
５
年

は
17
件
に
増
加
し

て
い
ま
す（
図
２
）。

　

月
別
の
発
生
件

数
お
よ
び
漁
業
被

害
件
数
は
、
前
者

で
は
５
月
～
９
月

頃
に
、
後
者
で
は

６
月
～
９
月
頃
に

多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た（
図
３
）。

　

次
に
有
害
赤
潮

５
種
の
最
も
増
え

や
す
い
水
温
と
塩

分
に
つ
い
て
、
室

内
実
験
で
調
べ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
５

種
に
共
通
の
特
徴

は
、
水
温
で
は
23

～
30
℃
、
塩
分
で

は
20
～
36
℃
の
範

囲
で
活
発
に
増
殖

す
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
（
図

４
）。
実
際
、
現

場
で
、
赤
潮
が
発

生
し
や
す
い
水
温

と
塩
分
の
範
囲
を

示
す
時
期
は
、
６

～
９
月
頃
に
相
当

し
、
こ
の
時
期
に

被
害
が
多
い
こ
と

を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
赤
潮
の
発
生
状

況
の
把
握
に
は
、
増
殖
し
や
す
い
水
温
や
塩
分
を
知
り
、

そ
の
時
期
に
調
査
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
他
、
降
雨
で
海
に
栄
養
物
質
が
流
入
し
て
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
増
え
た
り
、
小
潮
時
の
滞
留
や
一
定
方
向

の
風
に
よ
る
集
積
、
あ
る
い
は
、
令
和
５
年
の
橘
湾
で

の
カ
レ
ニ
ア
赤
潮
の
よ
う
に
、
他
海
域
か
ら
赤
潮
水
塊

が
潮
流
で
流
入
す
る
こ
と
で
も
赤
潮
は
形
成
さ
れ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

赤
潮
対
策

　

漁
業
被
害
の
軽
減
に
は
、
有
害
種
の
出
現
を
早
期
に

把
握
す
る
こ
と
と
、
的
確
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
次

の
４
つ
の
対
策
を
迅
速
に
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
赤
潮
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
早
期
識
別

　

水
温
が
23
℃
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
海
や
養
殖

魚
の
様
子
が
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
海
水

を
採
取
し
、
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
種

類
を
判
別
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
最
寄
り
の
水
産

業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
水
試
に
調
査
を
依
頼

図１．有害赤潮プランクトンの顕微鏡写真

図２．有害赤潮の発生件数の推移（種類別）図３．月別の有害赤潮発生件数（Ｈ26～Ｒ５）

図４．最も増えやすい水温と塩分の範囲
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す
る
か
、
採
取
し
た
海
水
を
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

県
は
赤
潮
発
生
水
域
の
関
係
市
町
お
よ
び
漁
協
等
と

協
力
し
て
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
赤
潮
速
報
と

し
て
関
係
機
関
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
立
研
究
開
発

法
人　

水
産
研
究
・
教
育
機
構
（
水
産
技
術
研
究
所
）

が
運
用
を
し
て
い
る
「
赤
潮
分
布
情
報
」（http://

akashiw
o.jp/

）
で
は
、
有
明
海
や
伊
万
里
湾
等
、

隣
接
し
て
い
る
他
県
の
赤
潮
情
報
等
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
る
こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
赤
潮

監
視
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

②
発
生
漁
場
に
お
け
る
養
殖
魚
へ
の
餌
止
め
等

　

魚
類
は
、
餌
を
消
化
す
る
た
め
に
大
量
の
酸
素
を
消

費
し
ま
す
。
赤
潮
発
生
時
に
養
殖
魚
に
餌
を
与
え
る
と
、

魚
は
酸
素
欠
乏
に
な
り
、
赤
潮
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
や

す
く
な
る
と
と
も
に
、
一
方
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
栄
養

源
に
も
な
り
、
赤
潮
の
長
期
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
赤
潮
発
生
時
に
は
餌
止
め
を
励
行
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
魚
が
罹
病
し
て
い
る
と
、
酸
素
欠
乏
に
弱
く

な
り
ま
す
の
で
、
赤
潮
発
生
時
期
の
前
に
魚
病
の
対
応

を
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
赤
潮
駆
除

　

シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
、
カ
レ
ニ
ア
、
コ
ク
ロ
デ
ィ
ニ
ウ
ム

等
の
有
害
赤
潮
に
は
、
モ
ン
モ
リ
ロ
ナ
イ
ト
系
粘
土

（
入
来
モ
ン
モ
リ
等
）
を
海
水
に
溶
か
し
て
散
布
す
る

と
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
細
胞
が
崩
壊
、
凝
集
し
、
駆

除
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
赤
潮
が
広
が
っ
て
い
な
い
発

生
初
期
に
散
布
す
る
こ
と
で
、
被
害
の
防
止
に
つ
な
げ

た
例
が
あ
り
ま
す
。
粘
土
散
布
に
つ
い
て
は
、
鹿
児

島
県
水
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
作
成
の
「
改
良
粘
土

を
用
い
た
赤
潮
被
害
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（https://
kagoshim

a.suigi.jp/akashio/new
H
P/index.

htm
l

）
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
赤
潮
か
ら
の
回
避

　

筏
等
の
養
殖
施
設
を
移
動
す
る
場
合
は
、
県
水
産
加

工
流
通
課
も
し
く
は
関
係
振
興
局
水
産
課
へ
連
絡
し
た

後
に
移
動
（
緊
急
移
設
）
し
て
く
だ
さ
い
。
移
動
に
際

し
て
は
、
赤
潮
の
中
を
通
ら
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、

養
殖
魚
が
輸
送
中
に
ス
ト
レ
ス
を
受
け
な
い
よ
う
、
魚

の
動
き
や
移
動
の
速
度
等
に
充
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

総
合
水
産
試
験
場
の
取
組

　

シ
ャ
ッ
ト
ネ
ラ
や
カ
レ
ニ
ア
等
に
よ
る
漁
業
被
害

軽
減
の
た
め
の
調
査
・
研
究
を
重
点
的
に
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
有
害
赤
潮
が
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
て
、
ど

こ
に
移
動
し
、
い
つ
消
滅
す
る
の
か
に
つ
い
て
の
予
察

や
養
殖
魚
が
赤
潮
か
ら
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
を

確
保
す
る
た
め
の
足
し
網
の
導
入
等
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
セ
ン
サ
ー
を

用
い
た
効
率
的
防
除
法
の
開
発
等
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
加
え
て
、
令
和
５
年
の
よ
う
な
大
き
な
漁
業
被

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
『
赤
潮
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』
の
見
直
し
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま

す
（https://w

w
w
.pref.nagasaki.jp/bunrui/

shigoto-sangyo/suisangho/suisan-shiken-
suishi-nu-su/suisan-shiken-suishi-nu-su-
akashiotaisakugaidorainn/

）。

お
わ
り
に

　

赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
顕
微
鏡
観
察
、
自
主
監
視
体

制
の
事
例
紹
介
等
、
赤
潮
に
関
す
る
研
修
等
の
ご
要
望

や
ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
水

産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
水
試
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

�

（
担
当　

宮
崎
隆
徳
）

県関係機関の連絡先

水産加工流通課　　０９５－８９５－２８７１（養殖・輸出振興担当直通）
総合水産試験場　　０９５－８５０－６３１６（漁業環境科直通）
水産業普及指導センター
　　　　　県央　　０９５－８５０－６３７１
　　　　　県北　　０９５６－２５－５９０２（水産課直通）
　　　　　県南　　０９５７－６４－０４８７
　　　　　五島　　０９５９－７２－２２５４（水産課直通）
　　　　上五島　　０９５９－５２－３７４７
　　　　　壱岐　　０９２０－４８－５２１２（水産課直通）
　　　　　対馬　　０９２０－５２－００５８

水産試験場だより
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漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-6222-1323
問い合わせ先　　　ＪＦ長崎漁連　購 買 課　 　　TEL　095-829-2419

ＪＦグループ

お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー

長崎県漁連 WEBサイトアドレス
http://www.nsgyoren.jf-net.ne.jp/

発行／長崎県漁業協同組合連合会
〒 850-8686　長崎市五島町２番 27号　TEL095-829-2413

年間購読料 2,000 円（会員の購読料は会費に含む）
漁連だより No.350／2024.06

「ギョレンオイル大漁」
発売から50年

中・小型漁船の高速エンジン用（SAE30、40、15W-40）

大・中型漁船の中・低速エンジンオイル（SAE30、40）

大・中型漁船の長期航海用（30、40）
小型高出力エンジン用のロングライフオイル（15W-40）

耐荷重性に優れた漁船用油圧作動油（ISO VG32、46）

陸上冷凍装置から遠洋漁業の超低温冷凍装置まで
（ISO VG32、46）

「ギョレンオイル大漁」は、漁船で使用される機
械とその使用条件を考慮して定めた規格に合わせ
て開発した、漁船のためのエンジンオイルです。


